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大
慧
禪
に
お
け
る
悟
境
に
つ
い
て
の
一
試
論

⌰
「
寂
滅
現
前
」
を
手
が
か
り
と
し
て
⌰
（
中
）

中
西

久
味

（
三
）

さ
て
、
お
お
よ
そ
以
上
の
よ
う
に
眺
め
て
み
る
と

、
「
寂
滅
現
前
」
と
は
、
悟
入
し
て
生
滅
心
が
寂
滅
し
つ
く
し
、
ま
た
そ
の
寂
滅
の

（1）

境
界
に
も
安
住
し
な
い
こ
と
、
具
體
的
に
は
、
悟
入
し
た
と
た
ん
に
そ
の
悟
入
を
も
亡
失
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
大
悟

徹
底
の
と
こ
ろ
と
な
る
。
そ
の
境
界
が
自
己
の
本
來
の
面
目
に
目
覺
め
る
こ
と
、
本
地
風
光
・
本
來
面
目
の
現
前
に
ほ
か
な
ら
な
い

。
（2）

「
寂
滅
現
前
す
れ
ば
、
則
ち
行
住
坐
臥
、
語
默
動
靜
、
純
一
無
雜
な
り
。
恁
麼
な
時
に
當
た
り
て
は
、
頭
頭
物
物
上
、
是
れ
自
己
の

そ
の
よ
う

本
地
風
光
に
非
ざ
る
無
し
、
亦
た
之
を
本
來
面
目
と
謂
う
。
」（
『
普
説
』
四
「
示
蘇
宣
敎
」・
四
八
七

）
c

こ
こ
で
、
ひ
と
ま
ず
目
を
轉
じ
て
、
大
慧
の
提
示
す
る
本
來
の
面
目
に
つ
い
て
詮
索
し
て
お
き
た
い
。
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い
う
ま
で
も
な
く
、
禪
門
で
は
「
直
指
人
心
、
見
性
成
佛
」
を
基
本
的
な
立
場
と
し
、
本
來
眞
實
の
自
己
を
徹
見
す
る
こ
と
が
悟
り
で

あ
る
。
大
慧
も
ま
た
、
修
行
者
が
自
己
の
究
明
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
い
る
た
め
に
、
昔
の
祖
師
が
た
は
や
む
を
得
ず
方
便
を
設
け
て
、「
其か

れ

を
し
て

自

ら
本
地
風
光
を
識
り
、
明
ら
か
に
本
來
面
目
を
見
ら
令
む
る
而
已
」
と
言
う

。
む
ろ
ん
、
大
慧
は
と
り
わ
け
、
本
來
の
面

み
ず
か
ら

さ
と

（3）

目
と
は
文
字
言
語
な
ど
で
は
傳
え
ら
れ
ず
、
た
だ
自
證
自
悟
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
當
然
な
が
ら
、
敎
學
に
つ
い
て
は
禪
僧

た
る
も
の
が
「
身
命
を

放

つ
處
」
で
は
な
い
と
斥
け
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
一
方
で
、
禪
門
の
宗
旨
と
一
致
す
る
か
ぎ
り
で
は
、
「
宗
眼
は

な
げ
う

卽
ち
敎
眼
、
祖
意
は
卽
ち
敎
意
」

と
も
説
き
、
す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
敎
學
と
の
區
別
に
こ
だ
わ
っ
て
は
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

（4）

あ
く
ま
で
も
方
便
施
設
で
あ
る
こ
と
に
留
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
本
來
の
面
目
に
つ
い
て
も
敎
學
を
援
用
し
つ
つ
、
か
な
り

傳
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
大
慧
は
本
來
の
面
目
を
語
る
と
き
、
そ
の
根
據
を
釋
迦
佛
の
成
道
に
ま
で
立
ち
か
え
っ
て
求
め
る
。
い
っ
た
い
、
釋
迦
佛
は
「
初

め
正
覺
山
の
前
に
在
り
て
、
頭
を
擧
げ
て
明
星
の
出
現
す
る
を
見
、
忽
然
と
悟
道
す
」
と
傳
え
ら
れ
る
が

、
大
慧
は
そ
こ
に
二
點
の
意

（5）

義
を
見
い
だ
し
て
い
る
。

第
一
に
、
釋
迦
佛
は
こ
の
と
き
自
己
の
本
來
の
面
目
に
目
覺
め
た
の
で
あ
る
こ
と
。
大
慧
は
、
張
商
英
（
一
〇
四
三
－
一
一
二
一
）
が

「
佛
」
を
「
始
覺
の
本
に
合
す
る
を
之
れ
佛
と
謂
う
」
と
定
義
し
、
佛
と
は
始
覺
（
煩
惱
を
滅
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
開
か
れ
る
覺

り
）
が
本
覺
（
一
切
衆
生
に
本
來
的
に
具
有
さ
れ
て
い
る
眞
理
と
し
て
の
覺
り
）
に
合
致
す
る
こ
と
だ
と
定
義
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
高
く

評
價
す
る

。
こ
の
定
義
は
、
釋
迦
佛
は
そ
れ
ま
で
始
覺
の
段
階
に
あ
っ
た
が
、
明
星
を
見
る
や
、
不
變
の
本
覺
に
合
致
し
、
「
忽
然
と
し

（6）

て
自
性
の
本
來
是
れ
佛
な
る
を
覺
悟
」
し
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
本
來
の
面
目
を
覺
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
と
解
釋
す
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
、
釋
迦
佛
は
、
覺
っ
て
「
方
始
て
成
佛
し
た
」
の
で
あ
り
、
禪
門
の
「
忽
然
と
し
て
鼻
孔
を
摸
著
す
る
（
鼻
っ
柱
を
踏
ん
づ
け
る
）
」

は

じ

め
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こ
と
、
大
悟
す
る
こ
と
と
同
一
の
道
理
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る

。
（7）

第
二
に
、
釋
迦
佛
の
覺
證
は
一
切
衆
生
も
同
時
同
證
し
、
寸
毫
も
異
な
ら
な
い
こ
と
。
こ
の
點
に
つ
い
て
は
、
成
道
の
さ
い
に
釋
迦
佛

が
發
し
た
歎
聲
が
根
據
と
な
る
。

「
（
釋
迦
佛
は
）
忽
然
と
し
て
悟
道
し
、
所
證
の
處
に
お
い
て
、
便
ち
大
地
の
一
切
衆
生
は
他
と
同
體
平
等
な
る
を
見
、
乃
ち
云
く
、

か
れ

『
奇
な
る
か
な
、
一
切
衆
生
は
如
來
の
智
慧
德
相
を
具
有
す
。
但
だ
妄
想
執
著
を
以
て
而
し
て
證
得
せ
ず
』
と
。
謂
へ
ら
く
、
我
の

所
證
の
處
、
十
方
の
諸
佛
、
乃
至
し
含
蠢
蠕
動
と
一
時
に
同
得
同
證
す
と
。
海
印
三
昧
を
以
て
、
人
人
の
脚
跟
下
に
向
い
て
一
印
も

な

い

あ

し

も

と

お

て
印
定
し
、
更

く
纖
毫
の
以
て
透
漏
と
爲
す
無
し
。
」（
『
普
説
』
二
「
方
敷
文
請
普
説
」・
四
二
七

）

ま
つ
た

d

釋
迦
佛
は
悟
ら
れ
た
さ
い
、
一
切
衆
生
が
佛
と
等
し
い
智
慧
を
具
え
て
お
り
、
迷
妄
の
た
め
に
そ
れ
を
自
覺
し
て
い
な
い
に
す
ぎ
な
い
こ

と
に
感
歎
の
聲
を
擧
げ
ら
れ
た
。
上
は
十
方
の
諸
佛
よ
り
、
下
は
六
道
四
生
（
胎
生
・
卵
生
・
濕
生
・
化
生
）
な
い
し
含
蠢
蠕
動
（
四
生
の
う

ち
で
も
最
下
の
濕
生
の
う
ご
め
く
蟲
け
ら
）
に
い
た
る
ま
で
、
釋
迦
佛
と
同
時
に
同
一
の
悟
り
を
得
、
ひ
と
し
く
成
佛
し
て
い
る
こ
と
を
證
明

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
、
佛
の
悟
り
に
ほ
か
な
ら
ぬ
海
印
三
昧
が
、
あ
た
か
も
同
一
印
で
押
さ
れ
た
よ
う
に
、
一
人
一
人

の
あ
し
も
と
に
寸
毫
の
遺
漏
も
な
く
押
印
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
こ
で
大
慧
が
直
接
引
用
す
る
釋
迦
佛
の
歎
聲
は
、
宗
密
（
七
八
〇
－
八
四
一
）
『
註
華
嚴
法
界
觀
門
』
に
附
け
ら
れ
た
裴
休
（
七
九

七
－
八
七
〇
）
の
序
文
（
大
正
四
五
・
六
八
三

）
に
出
る
が
、
裴
休
の
序
文
は
『
華
嚴
經
』
如
來
出
現
品
の
釋
迦
佛
の
言
葉
「
奇
な
る
か

b

な
奇
な
る
か
な
、
此
の
諸
衆
生
は
、
云
何
ぞ
如
來
の
智
慧
を
具
有
す
る
も
、
愚
癡
も
て
迷
惑
し
、
知
ら
ず
見
ざ
る
。
云
々
」（
大
正
一
〇
・

二
七
二

）
に
も
と
づ
く
。
ま
た
、
海
印
三
昧
は
、
大
海
中
に
は
森
羅
萬
象
が
印
影
の
よ
う
に
映
る
が
、
そ
れ
と
同
樣
に
、
一
切
諸
法
の

c

眞
實
相
を
印
判
で
押
し
た
ご
と
く
顯
現
す
る
と
い
う
佛
の
禪
定
の
境
地
。
釋
迦
佛
が
こ
の
三
昧
に
入
っ
て
『
華
嚴
經
』
が
説
か
れ
た
と
さ
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れ
、
華
嚴
敎
學
の
基
盤
と
さ
れ
る
。
敎
學
内
で
は
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
大
慧
は
佛
の
悟
り
の
世
界
（
法
界
）
と
し
て
い
る
で
あ

ろ
う
。
こ
う
し
て
華
嚴
敎
學
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
自
己
は
本
來
的
に
成
佛
し
て
お
り
（
自
心
究
竟
本
來
成
佛
）、
自

己
の
本
來
の
面
目
に
目
覺
め
る
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
佛
と
同
一
の
悟
り
を
得
る
こ
と
で
あ
る
と
、
釋
迦
佛
に
よ
っ
て
證
明
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
釋
迦
佛
の
歎
聲
に
よ
っ
て
、
本
來
の
面
目
に
確
固
と
し
た
根
據
が
與
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
大
慧
は
隆

興
元
年
（
一
一
六
三
）
七
月
十
日
、
す
な
わ
ち
示
寂
一
ヶ
月
前
に
説
い
た
普
説
で
も
海
印
三
昧
に
言
及
し
て
お
り

、
こ
の
三
昧
を
重
視

（8）

し
て
い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

さ
て
、
禪
門
に
お
け
る
根
本
義
は
此
事
・
大
事
因
緣
な
ど
と
し
て
提
示
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
も
釋
迦
佛
の
成
道
が
前
提
と
な
っ
て
い
る

こ
の
こ
と

と
推
測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
此
事
に
つ
い
て
や
や
纏
ま
っ
た
か
た
ち
で
説
い
て
い
る
例
を
ひ
ろ
っ
て
み
る
と
、
く
り
か
え
し
て
説
か
れ
て

い
る
特
徵
的
な
考
え
方
が
見
う
け
ら
れ
る
。
そ
れ
を
内
容
か
ら
二
分
し
て
列
擧
し
て
み
よ
う
。

Ⅰ○
「
元
來
、
法
（
佛
法
）
は
、
以
て
色
見
聲
求
す
可
か
ら
ず
。
何
が
故
に
。
這
箇
は
是
れ
色
見
聲
求
す
る
底
の
事
に
あ
ら
ず
。
況
ん
や
此
事

こ

れ

﹅

﹅

は
、
凡
に
在
り
て
も
一
絲
毫
も
減
ぜ
ず
、
聖
に
在
り
て
も
一
絲
毫
も
增
さ
ず
。
三
世
の
諸
佛
と
含
靈
蠕
動
と
、
凡
そ
動
相
あ
る
者
に

在
り
て
は
、
海
印
三
昧
を
以
て
、
脚
根
下
に
向
い
て
一
印
も
て
印
定
し
、
更
く
秋
毫
の
差
別
障
礙
を
も
作
す
こ
と
無
し
。
法
體
は
本

來
是
く
の
如
し
、
強
て
爲
す
に
非
是
ず
。
」（
『
普
説
』
一
「
張
縣
尉
明
講
主
請
普
説
」
・
四
一
二

）

あ

ら

c

○
「
此
の
一
段
の
大
事
因
緣
は
、
聖
に
在
り
て
も
一
絲
毫
も
增
さ
ず
、
凡
に
在
り
て
も
一
絲
毫
も
減
ぜ
ず
。
之
を
一
味
清
淨
平
等
法
門
、

﹅

﹅

﹅

﹅

人
人
に
本
有
の
事
と
謂
う
。
」（
『
普
説
』
三
「
剖
大
師
請
普
説
」・
四
五
七

）
b
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○
「
此
事
は
、
聖
に
在
り
て
も
增
さ
ず
、
凡
に
在
り
て
も
減
ぜ
ず
、
人
人
に
具
足
し
、
各
各
に
圓
成
す
。
當
に
知
る
べ
し
、
自
性
廣
大

﹅

﹅

靈
明
妙
心
は
未
だ
嘗
て
一
絲
毫
も
移
易
せ
ざ
る
を
。
是
れ
一
味
平
等
法
門
な
り
。
既
に
此
の
一
味
平
等
法
門
を
知
る
や
、
當
に
念
念

退
か
ず
、
心
を
般
若
上
に
存
し
て
始
め
て
得
し
。
」（
『
普
説
』
四
「
妙
明
居
士
李
太
尉
請
普
説
」・
四
七
一

）

よ

b

○
「
若
し
此
事
を
論
ぜ
ば
、
你
の
用
心
の
處
無
く
、
你
の
安
排
の
處
無
し
。
擬
心
思
量
す
れ
ば
早
に
沒
交
涉
な
り
。
…
…
殊
に
知
ら
ず
、

﹅

﹅

す
で

這
の
一
段
の
光
明
は
、
無
始
曠
大
劫
從
り

來

、
未
だ
嘗
て
一
絲
毫
許
も
移
易
せ
ざ
る
を
。
諸
佛
諸
祖
諸
大
聖
人
の
分
上
に
在
り
て

こ
の
か
た

も
、
曾
て
一
毫
を
も
增
さ
ず
、
含
蠢
蠕
動
の
分
上
に
在
り
て
も
、
曾
て
一
毫
を
も
減
ぜ
ず
。
佛
説
く
、
『
是
の
法
は
平
等
に
し
て
、

い
わ

高
下
あ
る
こ
と
無
し
。
是
れ
を
阿
耨
多
羅
と
名
づ
く
』（
『
金
剛
般
若
經
』
）
と
。
便
是
ち
這
些
の
道
理
な
り
」（
『
普
説
』
四
「
示
蘇
知

ア

ノ

ク

タ

ラ

す

な

わ

こ

れ

ら

縣
」・
四
八
七

）
d

Ⅱ○
「
此
事
は
『
唯
だ
證
す
れ
ば
乃
ち
知
る
、
測
る
可
き
こ
と
難
し
』（
『
證
道
歌
』
）
。
…
…
是
く
の
如
き
の
法
は
、
天
に
在
り
て
は
天
に
同

﹅

﹅

ど
う

じ
、
人
に
在
り
て
は
人
に
同
ず
。
應
に
佛
身
を
以
て
度
う
を
得
べ
き
者
に
は
、
卽
ち
佛
身
を
現
し
て
、
而
し
て
爲
め
に
法
を
説
き
、

す
く

應
に
宰
官
の
身
、
乃
至
し
婆
羅
門
婦
女
の
身
を
以
て
度
う
を
得
べ
き
者
に
は
、
悉
く
其
の
身
を
現
し
て
、
而
し
て
爲
め
に
法
を
説
く

（
『
法
華
經
』
普
門
品
）
。
此
れ
は
是
れ
一
味
清
淨
平
等
法
門
な
り
。
若
し
這
裏
に
向
い
て
各
人
の
本
地
風
光
、
本
來
面
目
を
明
得
せ
ば
、

こ

こ

方
に
一
大
藏
敎
五
千
四
十
八
卷
、
句
句
別
事
を
説
か
ざ
る
を
知
ら
ん
」（
『
普
説
』
五
下
「
新
淦
縣
衆
官
請
普
説
」・
五
〇
六

）
b

○
「
驀
然
と
し
て
速
疾
中
に
鼻
孔
を
摸
著
す
れ
ば
、
只
だ
此
の
衆
生
界
中
は
、
便
是
ち
諸
佛
菩
薩
の
境
界
に
し
て
、
便
ち
諸
佛
菩
薩
と

す

な

わ

無
二
無
別
な
り
。
人
人
に
具
足
し
、
各
各
に
天
眞
な
り
。
凡
に
在
り
て
は
凡
に
同
じ
、
四
生
六
道
に
別
な
ら
ず
、
聖
に
在
り
て
は
聖
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に
同
じ
、
豈
に
十
地
三
賢
に
異
な
ら
ん
や
。
橫
は
則
ち
橫
に
十
方
に
亘
り
、
竪
は
則
ち
竪
に
三
際
を
窮
め
、
應
に
宰
官
を
以
て
度
う

を
得
べ
き
者
に
は
、
卽
ち
宰
官
の
身
を
現
し
て
、
而
う
し
て
爲
め
に
法
を
説
き
（
同
上
「
普
門
品
」
）
、
乃
至
し
士
農
工
商
、
人
非
人
等
、
各
各

お
の
お
の

類
に
隨
い
身
を
現
し
て
、
而
し
て
爲
め
に
法
を
説
く
。
」（
『
普
説
』
一
「
盧
時
用
請
普
説
」・
四
〇
八

）

d
（9）

○
「
若
し
此
事
を
論
ぜ
ば
、
凡
に
在
り
て
は
凡
に
同
じ
、
四
生
六
道
に
別
な
ら
ず
、
聖
に
在
り
て
は
聖
に
同
じ
、
豈
に
十
地
三
賢
に
異

﹅

﹅

な
ら
ん
や
。
橫
は
則
ち
橫
に
十
方
に
亘
り
、
竪
は
則
ち
竪
に
三
際
を
窮
め
、
一
切
の
處
に
向
い
て
、
而
し
て
佛
事
を
作
す
。
應
に
佛

お

身
を
以
て
度
う
を
得
べ
き
者
に
は
、
卽
ち
佛
身
を
現
し
て
、
而
し
て
爲
め
に
法
を
説
き
、
應
に
宰
官
の
身
を
以
て
度
う
を
得
べ
き
者

に
は
、
卽
ち
宰
官
の
身
を
現
し
て
、
而
し
て
爲
め
に
法
を
説
く
（
同
上
「
普
門
品
」
）
、
應
に
比
丘
比
丘
尼
、
優
婆
塞
優
婆
夷
の
身
を
以

て
度
う
を
得
べ
き
者
に
は
、
卽
ち
其
の
身
を
現
し
て
、
而
し
て
爲
め
に
法
を
説
く
。
且
く
道
え
、
甚
麼
の
法
を
か
説
く
。
拂
子
を
以

い

な

ん

て
禪
牀
を
擊
つ
こ
と
一
下
し
て
云
う
、『
這
箇
の
法
を
説
く
』
と
。」
（
『
普
説
』
四
「
蘇
知
縣
請
普
説
」
・
四
七
六

）

ひ
と
た
び

こ

b
（10）

こ
こ
に
取
り
あ
げ
た
か
ぎ
り
で
纏
め
て
み
る
と
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

此
事
は
、
自
性
廣
大
靈
明
妙
心
、
つ
ま
り
自
性
清
淨
心
・
佛
性
と
し
て
も
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
來
の
面
目
を
示
す

。
か
つ
、

（11）

そ
れ
は
「
一
味
清
淨
平
等
の
法
門
」
で
も
あ
る
。
ま
た
此
事
に
は
、
か
り
に
要
約
す
れ
ば
、
第
一
に
「
在
凡
不
減
・
在
聖
不
增
」
、
第
二

お

し

え

に
「
在
凡
同
凡
・
在
聖
同
聖
」
と
い
う
二
側
面
が
認
め
ら
れ
る
。

ま
ず
第
一
に
、
此
事
は
見
聞
覺
知
や
思
量
分
別
（
生
死
迷
妄
の
心
）
で
は
捉
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
永
遠
の
過
去
か
ら
寸
毫
も
變
化

す
る
こ
と
も
な
い
。
そ
れ
は
「
凡
に
在
り
て
も
一
絲
毫
も
減
ぜ
ず
、
聖
に
在
り
て
も
一
絲
毫
も
增
さ
ず
」、
凡
夫
に
あ
っ
て
も
聖
人
に
あ

っ
て
も
、
つ
ま
り
は
衆
生
に
あ
っ
て
も
諸
佛
諸
菩
薩
に
あ
っ
て
も
、
寸
毫
の
差
異
も
な
く
全
く
平
等
で
あ
る
。
具
體
的
に
は
一
人
一
人
お
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の
お
の
に
本
來
的
に
具
わ
っ
て
お
り
、
し
か
も
「
人
人
に
具
足
し
、
各
各
に
圓
成
し
」
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
完
全
な
か
た
ち
で

具
わ
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。

第
二
に
、
此
事
は
「
凡
に
在
り
て
は
凡
に
同
じ
、
四
生
六
道
に
別
な
ら
ず
、
聖
に
在
り
て
は
聖
に
同
じ
、
豈
に
十
地
三
賢
に
異
な
ら
ん

や
」
、
凡
夫
に
あ
っ
て
は
凡
夫
と
同
體
で
あ
り
、
六
道
四
生
の
一
切
衆
生
と
も
何
ら
區
別
は
な
く
、
聖
人
に
あ
っ
て
は
聖
人
と
同
體
で
あ

り
、
十
地
（
十
聖
）
三
賢
（
十
住
十
行
十
廻
向
）
の
諸
菩
薩
（
ひ
い
て
は
諸
佛
）
と
も
何
ら
異
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
衆
生
か
ら
諸
佛
に
い
た

る
ま
で
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
と
一
體
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
か
く
て
、
空
閒
的
に
は
十
方
に
ゆ
き
わ
た
り
時
閒
的
に
は
過
去
・
未
來
・
現

在
に
わ
た
る
一
切
の
と
こ
ろ
で

、
諸
緣
に
隨
っ
て
あ
ら
ゆ
る
姿
（
相
）
を
と
っ
て
應
現
し
、
法
を
説
き
佛
法
を
開
示
す
る
。
さ
ら
に
、

（12）

そ
の
佛
法
を
問
題
に
し
、
最
後
に
取
り
あ
げ
た
「
蘇
知
縣
請
普
説
」
で
は
、
大
慧
は
禪
牀
を
打
っ
て
み
せ
、
そ
の
音
が
そ
れ
だ
、
と
示
し

て
い
る
。
今
こ
こ
で
説
い
て
い
る
の
は
抽
象
的
な
理
論
な
ど
で
は
な
く
、
現
實
の
見
聞
覺
知
す
る
こ
と
が
、
す
べ
て
此
事
が
説
く
佛
法
に

ほ
か
な
ら
な
い
の
だ
と
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

。
（13）

こ
の
二
側
面
は
、
釋
迦
佛
の
成
道
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
、
三
世
十
方
の
諸
佛
も
一
切
衆
生
も
同
時
同
證
し
、
諸
佛
と
衆
生
の
悟

り
が
些
か
も
異
な
ら
な
い
こ
と
を
具
體
的
に
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
第
一
の
「
在
凡
不
減
・
在
聖
不
增
」
で
は
、
此
事
は
、
衆
生

に
お
い
て
も
諸
佛
に
お
い
て
も
全
く
同
一
平
等
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
第
二
の
「
在
凡
同
凡
・
在
聖
同
聖
」
で
は
、
此
事
は
、
衆
生
か
ら

諸
佛
に
い
た
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
姿
を
し
て
世
界
に
出
現
す
る
と
さ
れ
る
。
大
慧
の
用
語
で
は
な
い
が
、
い
ま
か
り
に
衆
生
か
ら
諸
佛
ま

で
を
汎
く
世
閒
出
世
閒
の
一
切
諸
法
（
あ
ら
ゆ
る
も
の
・
あ
ら
ゆ
る
存
在
）
と
し
て
お
く
と

、
第
一
で
は
、
此
事
は
一
切
諸
法
の
差
別
を
超

（14）

越
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
第
二
に
、
此
事
は
一
切
諸
法
の
差
別
の
相
を
と
っ
て
現
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
相
い
反
す
る
側
面
が

示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
取
り
あ
げ
た
諸
例
に
よ
る
か
ぎ
り
、
此
事
の
實
質
的
内
容
を
示
し
て
い
る
は
ず
の
「
一
味
清
淨
平
等
の
法
門
」
に

つ
い
て
は
具
體
的
に
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
兩
側
面
が
認
め
ら
れ
る
理
由
に
つ
い
て
も
明
ら
か
で
な
い
。

そ
こ
で
、
こ
れ
を
確
認
す
る
た
め
に
、
本
來
の
面
目
を
正
面
か
ら
問
題
に
し
て
い
る
例
を
次
に
あ
わ
せ
て
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

「
前
輩
の
宗
師
、
隨
宜
に
説
法
し
、
太
虛
空
の
明
暗
の
回
換
す
る
所
と
爲
ら
ざ
る
が
如
し
。
日
出
ず
る
の
時
、
虛
空
未
だ
嘗
て
明
ら

か
な
ら
ず
、
日
沒
す
る
の
時
、
虛
空
未
だ
嘗
て
暗
ま
ず
。
當
人
の
本
地
風
光
、
本
來
面
目
の
若
き
に
至
っ
て
も
、
亦
復
た
是
く
の
如

ま

し
。
生
ず
と
雖
も
而
も
生
ぜ
ず
、
滅
す
と
雖
も
而
も
滅
せ
ず
。
故
に
曰
く
、『
緣
に
隨
い
感
に
赴
き
て
周
か
ら
ざ
る
靡
し
、
而
も
常

に
此
の
菩
提
の
座
に
處
る
』（
『
華
嚴
經
』
如
來
現
相
品
）
と
。
何
者
か
是
れ
菩
提
の
座
な
る
。
見
道
ず
や
、『
諸
法
の
空
を
座
と
爲
す
』

し

ら

（
『
法
華
經
』
法
師
品
）
と
。
是
く
の
如
き
の
法
は
、『
上
は
十
方
の
諸
佛
に
合
し
、
下
は
六
道
の
衆
生
に
合
し
』（
『
首
楞
嚴
經
』
六
）
、

凡
に
在
り
て
は
凡
に
同
じ
、
聖
に
在
り
て
は
聖
に
同
ず
。
之
を
『
流
れ
に
隨
い
て
性
を
認
得
す
れ
ば
、
喜
び
も
無
く
亦
た
憂
い
も
無

し
』
と
謂
う
。
」（
『
普
説
』
三
「
虎
丘
沼
長
老
請
普
説
」・
四
六
〇

）
c

こ
れ
は
南
陽
慧
忠
（
？
－
七
七
五
）
の
無
情
説
法
を
虛
空
の
よ
う
だ
と
讚
え
た
さ
い
に
、
本
來
の
面
目
も
同
樣
だ
と
言
及
し
た
一
節
で

あ
る
。
本
來
の
面
目
は
、
本
性
と
し
て
は
生
ず
る
こ
と
も
無
く
滅
す
る
こ
と
も
な
く
不
變
不
動
で
あ
る
。
不
變
不
動
で
あ
り
な
が
ら
、
諸

緣
に
感
應
し
て
あ
ま
ね
く
出
現
し
て
生
滅
變
化
す
る
。
そ
の
不
變
の
本
性
と
は
す
な
わ
ち
空
で
あ
る
。
つ
ね
に
空
で
あ
り
な
が
ら
、
上
は

諸
佛
か
ら
下
は
衆
生
に
い
た
る
ま
で
、「
凡
に
在
り
て
は
凡
に
同
じ
、
聖
に
在
り
て
は
聖
に
同
じ
」
て
出
現
す
る
。
つ
ま
り
一
切
諸
法
と

し
て
出
現
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
が
、
摩
拏
羅
尊
者
の
傳
法
偈
に
「
（
心
は
對
境
と
な
る
あ
ら
ゆ
る
現
象
に
し
た
が
っ
て
流
轉
す
る

マ

ヌ

ラ

が
、
）
流
轉
し
な
が
ら
も
本
性
（
空
）
を
見
失
わ
な
い
な
ら
ば
、（
喜
び
や
憂
い
の
な
か
に
あ
り
な
が
ら
）
喜
び
も
憂
い
も
無
い
」
と
言
う

こ
と
な
の
だ
と
し
て
い
る

。
虛
空
は
現
象
と
し
て
は
日
出
と
日
没
と
と
も
に
明
暗
に
變
化
す
る
も
、
そ
れ
自
體
と
し
て
は
明
暗
に
染
ま

（15）
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ら
ず
不
變
の
ま
ま
で
あ
る
。
そ
れ
に
喩
え
て
、
本
來
の
面
目
は
一
切
諸
法
と
し
て
出
現
す
る
が
、
そ
の
本
性
は
空
で
あ
り
不
變
で
あ
る
と

説
い
て
い
る
。
經
文
を
點
綴
し
な
が
ら
述
べ
て
い
る
の
で
厄
介
で
あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
以
上
の
よ
う
に
要
約
し
て
お
こ
う
。

次
に
、
本
來
の
面
目
は
、
上
述
の
よ
う
に
自
性
廣
大
靈
明
妙
心
と
も
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
別
に
廣
大
寂
滅
妙
心
（
大
い
な
る
寂
滅

の
心
）
と
し
て
提
示
さ
れ
る

。
こ
の
心
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

（16）

「
經
（
『
金
剛
般
若
經
』）
に
云
く
、『
應
に
色
に
住
し
て
心
を
生
ず
べ
か
ら
ず
、
應
に
聲
香
味
觸
法
に
住
し
て
心
を
生
ず
べ
か
ら
ず
』

と
。
此
の
廣
大
寂
滅
妙
心
は
、
以
て
色
見
聲
求
す
可
か
ら
ざ
る
を
謂
う
。『
應
に
住
す
る
所
無
く
し
て
』、
此
の
心
に
實
體
無
き
を
謂

う
な
り
。『
而
も
其
の
心
を
生
ず
べ
し
』
、
此
の
心
は
眞
を
離
れ
て
而
う
し
て
立
處
あ
る
に
非
ず
、
立
處
卽
ち
眞
な
る
を
謂
う
な
り

。
」

（17）

（
『
語
錄
』
二
七
「
答
劉
寶
學
」・
九
二
六

）
a

「
祖
師
の
門
下
に
到
っ
て
は
、
世
出
世
閒
一
綱
（
網
）
に
打
就
す
。
故
に
曰
く
、『
自
心
清
淨
な
る
は
自
性
の
戒
、
自
心
清
淨
な
る

マ
マ

は
自
性
の
定
、
自
心
清
淨
な
る
は
自
性
の
慧
』
と
。
之
を
清
淨
無
染
の
廣
大
寂
滅
妙
心
と
謂
う
。
此
の
心
、
能
く
凡
に
入
り
聖
に
入

り
、
有
に
入
り
無
に
入
り
、
淨
に
入
り
穢
に
入
り
、
天
堂
に
入
り
地
獄
に
入
る
。
能
く
地
獄
を
化
し
て
天
堂
と
爲
し
、
能
く
業
識
を

化
し
て
佛
智
と
爲
す
。
是
れ
強
い
て
爲
す
に
あ
ら
ず
、
法
體
は
本
來
是
く
の
如
し
。
」（
『
普
説
』
三
「
陳
氏
法
空
請
普
説
」
・
四
五
三

）
a

前
者
は
こ
の
心
を
『
金
剛
經
』
に
依
據
し
つ
つ
説
明
し
た
も
の
で
あ
る

。
こ
の
心
は
見
聞
覺
知
で
き
ず
實
體
が
無
い
、
す
な
わ
ち
空

（18）

で
あ
る
が
、
そ
の
眞
（
空
）
を
離
れ
て
生
ず
る
の
で
は
な
い
、
し
た
が
っ
て
生
じ
た
と
こ
ろ
が
そ
の
ま
ま
眞
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
後

者
は
罪
障
の
滅
除
を
問
題
に
し
、
禪
門
で
は
罪
障
に
執
ら
わ
れ
る
こ
と
も
な
い
と
説
く
箇
所
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
六
祖
慧
能
の
言
葉
を
ふ

ま
え
て
い
る

。
六
祖
慧
能
は
自
性
（
自
己
の
本
性
）
が
佛
法
の
眞
理
だ
と
説
い
た
が
、
そ
れ
は
本
來
的
に
清
淨
無
染
で
あ
る
自
性
清
淨
心
、

（19）
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す
な
わ
ち
廣
大
寂
滅
妙
心
の
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
心
は
「
凡
に
入
り
聖
に
入
る
」、
つ
ま
り
世
閒
出
世
閒
の
一
切
諸
法
に
融
通

す
る
。
す
る
と
諸
法
は
本
來
的
に
は
區
別
が
無
く
な
り
、
互
い
に
通
じ
あ
う
か
ら
、
地
獄
も
天
上
界
と
な
り
、
迷
妄
も
佛
智
と
な
る
。
こ

う
し
て
わ
が
禪
門
で
は
世
閒
出
世
閒
を
ひ
っ
く
る
め
て
か
た
を
つ
け
る
の
だ
と
説
い
て
い
る

。
兩
者
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
廣
大
寂
滅

（20）

妙
心
は
本
來
寂
滅
し
て
い
る
が
、
そ
の
寂
滅
の
ま
ま
一
切
諸
法
と
し
て
生
じ
る
、
な
い
し
一
切
諸
法
に
融
通
す
る
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
。

當
面
の
と
こ
ろ
、
本
來
の
面
目
に
つ
い
て
大
慧
が
説
い
て
い
る
具
體
的
な
説
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
る
の
は
以
上
の
よ
う
な
二
例
に
す

ぎ
な
い
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
を
説
く
場
合
に
關
心
の
所
在
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
な
か
な
か
分
か
り
づ
ら
い
。
し
か
し
、
兩
例

か
ら
で
も
、
本
來
の
面
目
と
は
、
お
お
よ
そ
、
不
變
不
動
の
空
で
あ
り
つ
つ
、（
諸
緣
に
應
じ
て
）
一
切
諸
法
と
し
て
生
ず
る
（
出
現
す

る
）
と
い
う
考
え
か
た
が
窺
わ
れ
る
。
こ
れ
を
さ
き
の
此
事
の
説
示
と
照
合
し
て
み
る
と
、「
一
味
清
淨
平
等
の
法
門
」
と
は
空
の
象
徵

で
あ
り
、
ま
た
「
在
凡
不
減
・
在
聖
不
增
」
と
は
、
空
が
一
切
諸
法
を
超
越
し
て
不
變
不
動
で
あ
る
こ
と
、
「
在
凡
同
凡
・
在
聖
同
聖
」

と
は
、
空
が
一
切
諸
法
と
し
て
出
現
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
あ
る
い
は
、
如
來
藏
思
想
や
法
身
説
を
説
く
佛
典
に
お
い
て
は
類
似
の
表
現
が
見
受
け
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
や
は
り
、
華
嚴
敎
學
で
説
か
れ
る
、
敎
學
の
宗
本
と
な
る
一
心
に
不
變
と
隨
緣
の
二
義
が
含
ま
れ
る
と
す

る
説
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

○

た
だ
し
、
い
ま
こ
の
小
文
で
は
華
嚴
敎
學
に
立
ち
入
る
こ
と
は
到
底
な
し
え
な
い
。
必
要
な
か
ぎ
り
で
そ
の
一
端
に
の
み
觸
れ
て
お
き
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た
い
。
主
に
依
據
し
た
の
は
、
一
心
に
つ
い
て
纏
ま
っ
た
記
述
の
見
え
る
『
華
嚴
經
行
願
品
疏
鈔
』
一
～
二
（
續
藏
一
編
七
套
五
册
・
三

九
八
～
四
三
三
頁
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
澄
觀
（
七
三
八
－
八
三
九
）
『
別
行
疏
』
と
宗
密
『
隨
疏
鈔
』
を
合
刻
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
行

論
の
都
合
で
兩
者
を
區
別
し
な
い
で
お
く
。

い
っ
た
い
、
一
心
と
は
諸
佛
衆
生
の
本
源
と
な
る
清
淨
心
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
唯
一
無
二
の
一
眞
法
界
（
眞
如
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
一
心
法
界
と
も
言
う
。「
我
が
佛
は
之
を
得
て
、
妙
に
眞
覺
を
踐
む
」、
釋
迦
佛
は
こ
の
一
心
を
悟
ら
れ
て
、
究
極
の
本
覺
眞
知
を

成
就
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
一
心
は
諸
法
の
本
源
で
あ
り
、
「
萬
有
を
總
該
す
」
、
す
な
わ
ち
世
閒
出
世
閒
の
一
切
諸
法
を
統
べ

包
む
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
一
心
法
界
に
『
起
信
論
』
に
説
か
れ
る
心
眞
如
門
・
心
生
滅
門
の
二
門
が
具
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
因

る

。
（21）こ

の
二
門
に
つ
い
て
は
、
法
藏
（
六
四
三
－
七
一
二
）
『
起
信
論
義
記
』
に
依
據
し
て
詳
し
く
解
説
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
や
や
補
足

し
な
が
ら
、
簡
單
に
と
り
あ
げ
て
お
こ
う
。
二
門
は
一
心
法
界
（
眞
如
）
に
含
ま
れ
て
い
る
二
義
を
示
す
。
心
眞
如
門
は
約
體
絶
相
義
を

表
し
、
眞
如
の
自
性
が
不
變
不
動
で
あ
り
無
相
で
あ
る
こ
と
を
言
う
。
ま
た
心
生
滅
門
は
隨
緣
起
滅
義
を
表
し
、
そ
の
眞
如
が
自
性
を
守

ら
ず
隨
緣
し
て
世
閒
出
世
閒
の
一
切
諸
法
を
生
成
す
る
こ
と
を
言
う
。
す
な
わ
ち
一
心
法
界
に
は
不
變
と
隨
緣
の
二
義
が
含
ま
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
眞
如
の
隨
緣
に
よ
っ
て
諸
法
が
生
成
さ
れ
、
ま
た
眞
如
は
諸
法
を
生
成
す
る
も
、
そ
の
自
性
は
不
變
で
あ
る
か
ら
、
眞

如
卽
生
滅
・
生
滅
卽
眞
如
と
な
ろ
う

。
こ
れ
は
嚴
密
に
は
、「
此
の
一
法
界
は
、
擧
體
全
て
生
滅
門
と
作
り
、
擧
體
全
て
眞
如
門
と
作
る
」

（22）

と
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
眞
如
は
理
（
理
性
。
空
寂
の
體
性
）
、
生
滅
は
事
（
事
相
。
色
心
等
の

相

）
と
言
い
換
え
ら
れ
る

す
が
た

（23）か
ら

、
た
と
え
ば
永
明
延
壽
（
九
〇
四
－
九
七
五
）
が
、
以
上
に
つ
い
て
、
「
眞
如
は
自
性
を
守
ら
ざ
る
を
以
て
、
隨
緣
し
て
諸
の
事
法

（24）

を
成
ず
れ
ば
、
則
ち
擧
空
全
色
、
擧
理
全
事
（
空
ま
る
ご
と
全
て
色
、
理
ま
る
ご
と
全
て
事
）
な
り
。
又
た
眞
如
正
に
隨
緣
す
る
時
、
自
性
を
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失
わ
ざ
れ
ば
、
則
ち
擧
色
全
空
、
擧
事
全
理
（
色
ま
る
ご
と
全
て
空
、
事
ま
る
ご
と
全
て
理
）
な
り
。
」

と
纏
め
て
い
る
の
が
參
考
に
な
ろ
う
。

（25）

か
く
て
、
一
心
法
界
は
不
變
と
隨
緣
の
二
義
を
も
と
に
し
て
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

「
此
の
法
界
は
、
一
切
の
四
生
六
趣
に
周
遍
し
、
之
を
有
せ
ざ
る
無
し
。
聖
に
在
り
凡
に
在
り
、
用
は
卽
ち
別
有
る
も
、
體
は
卽
ち

異
な
る
無
し
。
卽
ち
諸
佛
の
師
と
す
る
所
、
群
生
の
自
體
に
し
て
、
萬
物
資
り
て
始
め
（
『
周
易
』
乾
卦
）
、
衆
行
の
依
る
所
な
り
。

…
…
此
の
眞
法
界
は
…
…
體
性
周
徧
し
…
…
隨
緣
し
て
德
を
成
ず
…
…
隨
緣
し
て
德
を
成
ず
と
言
う
者
は
、
眞
理
は
自
性
を
守
ら
ざ

る
に
由
り
て
、
妙
に
能
く
隨
緣
し
て
諸
の
事
法
を
成
じ
、
若
し
く
は
染
緣
に
隨
い
て
而
し
て
生
死
に
居
り
、
若
し
く
は
淨
緣
に
隨
い

て
而
し
て
涅
槃
に
至
り
、
緣
の
染
淨
に
隨
う
と
雖
則
も
、
而
も
眞
性
は
變
改
せ
ざ
れ
ば
な
り
。
」（
宗
密
『
隨
疏
鈔
』
三
・
四
三
八

）

い

え

ど

d

華
嚴
敎
學
の
性
起
説
は
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
展
開
さ
れ
る
。
性
起
を
説
く
一
節
を
引
用
し
て
お
こ
う
。

「
（
性
起
と
は
）
法
界
性
、
全
體
起
り
て
一
切
諸
法
と
爲
る
を
謂
う
な
り
。
…
…
此
の
宗
（
華
嚴
圓
宗
）
の
説
く
所
の
眞
性
は
、
湛
然
と

し
て
靈
明
、
全
體
卽
ち
用
な
り
。
故
に
法
爾
ら
常
に
萬
法
と
爲
り
、
法
爾
ら
常
自
に
寂
然
た
り
。
…
…
既
に
世
出
世
閒
の
一
切
諸
法

お
の
ず
か

つ

ね

は
全
是
て
性
起
な
れ
ば
、
則
ち
性
外
に
更
に
別
法
無
し
。
所
以
に
諸
佛
は
衆
生
と
交
徹
し
、
淨
土
は
穢
土
と
融
通
し
、
法
法
は
皆
な

す

べ

彼
れ
此
れ
互
收
し
、
塵
塵
は
悉
く
世
界
を
包
含
し
、
相
卽
相
入
し
、
無
礙
鎔
融
し
、
十
玄
門
を
具
し
て
重
重
無
盡
な
る
は
、
良
と
に

全
是
て
性
起
な
る
に
由
る
な
り
。
」
（
宗
密
『
隨
疏
鈔
』
一
・
三
九
九

）
c

○

こ
う
し
て
、
き
わ
め
て
迂
回
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
大
慧
が
提
示
す
る
本
來
の
面
目
に
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
そ
の
本
性
は
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不
變
不
動
の
空
で
あ
る
と
い
う
側
面
と
、
諸
緣
に
應
じ
て
一
切
諸
法
と
し
て
生
ず
る
と
い
う
側
面
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ

は
、
華
嚴
敎
學
に
お
い
て
、
一
心
（
眞
如
）
に
は
不
變
と
隨
緣
の
二
義
が
含
ま
れ
、
眞
如
の
自
性
は
不
變
不
動
で
あ
り
無
相
（
空
）
で
あ

る
が
、
そ
の
眞
如
が
自
性
を
守
ら
ず
隨
緣
し
て
一
切
諸
法
を
生
成
す
る
と
説
か
れ
る
こ
と
と
同
一
基
調
と
な
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

も
し
、
こ
の
よ
う
に
推
測
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
華
嚴
敎
學
を
援
用
で
き
る
と
す
れ
ば
、
大
慧
の
説
く
本
來
の
面
目
と
は
、
華
嚴
敎
學
に

お
け
る
釋
迦
佛
の
悟
り
で
あ
る
一
心
に
相
應
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
さ
し
く
海
印
三
昧
が
刻
印
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
ま
た
、

本
來
の
面
目
が
空
で
あ
り
つ
つ
一
切
諸
法
と
し
て
生
ず
る
こ
と
は
、
一
心
の
自
性
は
空
で
あ
り
つ
つ
、
自
性
を
守
ら
ず
隨
緣
し
て
一
切
諸

法
を
生
ず
る
こ
と
に
相
應
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
せ
ん
じ
つ
め
れ
ば
、
こ
れ
は
、
さ
き
に
引
用
し
た
性
起
を
説
く
一
節
に
見
え
る
よ
う
に
、

「
法
爾
ら
常
に
萬
法
と
爲
り
、
法
爾
ら
常
自
に
寂
然
た
り
」
と
な
ろ
う
。
そ
れ
に
從
っ
て
言
う
と
す
れ
ば
、
本
來
の
面
目
と
は
、
一
切
諸

お
の
ず
か

つ

ね

法
と
し
て
生
じ
な
が
ら
、
空
と
し
て
一
切
諸
法
を
超
越
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
、
一
切
諸
法
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
同
時
に
一
切
諸
法
で

は
な
い
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

む
ろ
ん
、
こ
れ
は
理
論
的
に
説
か
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、

○
「
須
ら
く
信
ず
べ
し
、
諸
人
の
日
用
十
二
時
中
、
行
住
坐
臥
、
語
默
動
靜
、
皆
な
此
（
佛
法
）
の
恩
力
を
承
け
、
乃
至
し
士
農
工
商
、

皆
な
此
の
恩
力
を
承
け
ざ
る
莫
し
と
。
所
以
に
釋
迦
老
子
道
く
、
『
治
生
產
業
は
、
皆
な
實
相
と
相
い
違
背
せ
ず
』（
『
法
華
經
』
法
師

し

や

か

ぶ

つ

い
わ

功
德
品
）
と
。
正
是
に
此
箇
の
道
理
な
り
」（
『
普
説
』
一
「
冬
至
日
立
監
寺
請
普
説
」
・
四
〇
二

）

ま

さ

こ

d

な
ど
と
、
佛
法
は
日
用
の
處
に
あ
る
と
力
説
さ
れ
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
、
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○
「
佛
法
は
元
來
只
だ
衆
生
の
日
用
中
に
在
り
て
、
光
明
烜
赫
と
し
て
、
曾
て
一
絲
毫
も
閒
隔
せ
ず
。
…
…
『
唯
だ
證
す
れ
ば
乃
ち
知

る
、
測
る
可
き
こ
と
難
し
』（
『
證
道
歌
』
）
。
」（
『
普
説
』
一
「
妙
圓
居
士
張
檢
點
祖
燈
請
普
説
」・
三
九
六

）
a

○
「
昔
し
魏
府
の
老
華
嚴

云
く
、『
佛
法
は
日
用
の
處
、
行
住
坐
臥
の
處
、
喫
茶
喫
飯
の
處
、
語
言
相
問
の
處
、
所
作
所
爲
の
處
に
在

（26）

り
。
擧
心
動
念
す
れ
ば
、
又
た
却
て
不
是
な
り
』
と
。」
（
『
語
錄
』
二
六
「
答
陳
少
卿
」・
九
二
三

）

あ
や
ま
り

c

の
よ
う
に
、
そ
れ
は
生
死
迷
妄
の
心
で
は
知
り
え
な
い
と
も
語
ら
れ
る
。

大
慧
の
禪
は
こ
こ
か
ら
始
ま
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

か
く
て
、
此
事
す
な
わ
ち
本
來
の
面
目
は
次
の
よ
う
に
も
説
か
れ
る
。

「
此
事
は
青
天
の
白
日
の
如
く
、
皎
然
と
し
て
清
淨
、
不
變
不
動
に
し
て
、
減
ず
る
こ
と
無
く
增
す
こ
と
無
し
。
各
各
の
當
人
の
日

用
應
緣
の
處
、
頭
頭
上
に
明
る
く
、
物
物
上
に
顯
わ
る
。
之
を
取
ら
ん
と
す
る
も
得
ず
、
之
を
捨
て
ん
と
す
る
も
常
に
存
す

。
蕩

（27）

蕩
と
し
て
無
礙
、
了
了
と
し
て
空
虛
。
水
上
に
葫

蘆
を
放
く
が
如
く
、
他
を
拘

牽
め
得
ず
、
他
を
惹

絆
め
得
ず
。
」（
『
語
錄
』

ひ
よ
う
た
ん

お

ひ
き
と

つ
な
ぎ
と

二
一
「
示
徐
提
刑
」
・
八
九
九

）
a

此
事
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
「
日
用
應
緣
の
處
」
で
、
一
つ
一
つ
の
事
々
物
々
に
明
々
と
顯
現
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
を
取
捨
分
別

す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
自
在
無
礙
で
あ
り
、
ま
っ
た
く
の
空
虛
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
空
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
大
慧
は
く
り
か

か
ら
っ
ぽ

え
し
て
「
日
用
應
緣
の
處
」、
つ
ま
り
、
あ
ら
ゆ
る
見
聞
覚
知
す
る
と
こ
ろ
、
あ
ら
ゆ
る
行
爲
の
と
こ
ろ
を
指
示
し
て
い
る

。
（28）

そ
れ
を
突
き
つ
め
る
と
、
此
事
は
「
一
切
に
見
（
現
）
成
し
、
回
避
す
る
處
無
し
」
に
行
き
着
く
で
あ
ろ
う
。
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「
今
時
の
學
道
の
士
は
…
…
殊
に
信
ぜ
ず
、
此
事
は
一
切
に
見
成
し
、
眼
を
開
け
ば
便
ち
覰
見
し
、
口
を
開
け
ば
便
ち
道
著
い
、
安

い

排
飣
餖
し
得
ず
、
滿
眼
滿
耳
に
あ
り
、
你
の
回
避
す
る
處
無
き
を
。
空
と
説
け
ば
、
則
ち
眼
も
て
見
、
耳
も
て
聞
く
こ
と
空
な
ら
ざ

る
無
く
、
實
と
説
け
ば
、
則
ち
眼
も
て
見
、
耳
も
て
聞
く
こ
と
實
な
ら
ざ
る
無
し
。
何
を
以
て
の
故
に
。
眼
若
し
不
空
な
ら
ば
、
甚
麼

な

に

を
將
て
か
物
を
見
ん
、
耳
若
し
不
空
な
ら
ば
、
甚
麼
を
將
て
か
聲
を
聽
か
ん
、
鼻
若
し
不
空
な
ら
ば
、
甚
麼
を
將
て
か
香
臭
を
辨
ぜ

も
つ

ん
、
舌
若
し
不
空
な
ら
ば
、
甚
麼
を
將
て
か
甘
苦
を
別
た
ん
、
身
若
し
不
空
な
ら
ば
、
甚
麼
を
將
て
か
痛
痒
を
知
ら
ん
、
意
若
し
不

空
な
ら
ば
、
甚
麼
を
將
て
か
分
別
せ
ん
。
然
ら
ば
分
別
も
亦
た
空
、
痛
痒
も
亦
た
空
、
甘
苦
も
亦
た
空
、
香
臭
も
亦
た
空
、
聲
も
亦

た
空
、
物
も
亦
た
空
、
空
も
亦
た
空
、
此
の
語
も
亦
た
受
け
ず
。
故
に
曰
う
、
一
切
に
見
成
し
、
回
避
す
る
處
無
し
と
。
」（
『
普
説
』

四
「
示
覺
明
居
士
」
・
四
八
四

）
b

此
事
は
、
一
切
の
と
こ
ろ
一
切
の
事
々
物
々
に
、
現
に
そ
の
ま
ま
具
わ
っ
て
お
り
、
回
避
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
。
現
に
い
ま
自
分

自
身
が
見
聞
覺
知
し
て
い
る
こ
と
全
て
が
そ
れ
な
の
だ
。
此
事
を
空
と
言
う
な
ら
見
聞
覺
知
が
そ
の
ま
ま
空
な
の
で
あ
り
、
眞
實
と
言
う

な
ら
見
聞
覺
知
が
そ
の
ま
ま
眞
實
な
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
見
聞
覺
知
は
、
眼
耳
鼻
舌
身
意
の
六
根
が
空
で
あ
り
、
そ
の
對
境
と
な
る

色
聲
香
味
觸
法
の
六
境
も
空
で
あ
り
、
六
根
六
境
と
も
に
本
來
は
空
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
六
根
六

境
と
は
べ
つ
に
空
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
空
も
ま
た
空
で
あ
る
。
さ
ら
に
空
も
ま
た
空
と
示
す
こ
の
言
葉
さ
え
た
だ
の
名
字
で
實

體
は
無
い

。
こ
の
よ
う
に
、
此
事
は
「
一
切
に
見
成
し
」
て
お
り
、
し
か
も
空
で
あ
り
、
嚴
密
に
は
空
と
い
う
實
體
も
無
い
か
ら
、「
空

（29）

も
亦
た
空
」
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
が
、
言
い
換
え
れ
ば
眞
實
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
説
く
の
で
あ
る
。
こ
の
一
節
は
、
一
切
の
見
聞
覺
知
さ

れ
る
事
々
物
々
の
う
え
に
顯
現
し
て
い
る
此
事
、
す
な
わ
ち
空
に
つ
い
て
、
餘
す
と
こ
ろ
な
く
語
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

。
（30）

さ
て
、
お
お
よ
そ
以
上
の
よ
う
に
大
慧
が
提
示
す
る
本
來
の
面
目
を
眺
め
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
以
上
を
ふ
ま
え
て
、
あ
ら
た
め
て
、
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本
來
の
面
目
に
目
覺
め
る
こ
と
を
問
い
な
お
し
て
お
こ
う
。
い
っ
た
い
、
衆
生
は
生
死
迷
妄
の
う
ち
に
あ
る
が
、
自
己
の
本
來
の
面
目
は

諸
佛
の
悟
り
と
寸
毫
の
違
い
も
な
く
、
脚
跟
下
に
完
全
に
具
足
し
て
お
り
、
四
六
時
中
、「
日
用
應
緣
の
處
」
で
、
そ
れ
を
受
用
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、「
惜
し
む
可
し
、
百
姓
は
日
用
し
て
知
ら
ず
（
『
周
易
』
繫
辭
上
）
」

の
あ
り
さ
ま
と
な
っ
て
い
る
。
し
て
み
る

（31）

と
、
本
來
の
面
目
に
目
覺
め
る
に
は
、
ほ
か
で
も
な
く
、
自
己
の
脚
跟
下
で
、「
日
用
應
緣
の
處
」
に
お
い
て
、
そ
れ
を
求
め
ね
ば
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
に
指
示
さ
れ
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

大
慧
は
、
本
來
の
面
目
を
表
し
て
い
る
と
し
て
、「
處
處
眞
な
り
處
處
眞
な
り
、
塵
塵
は
盡
く
是
れ
本
來
人
。
眞
實
説
く
時
に
は
聲
現

れ
ず
、
正
體
堂
堂
た
る
も
身
を
沒
却
す
。」
と
説
く
唐
代
の
長
沙
景
岑
の
「
投
機
偈
」

を
取
り
あ
げ
る
。
こ
の
偈
に
つ
い
て
は
何
も
解
説

（32）

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、「
い
た
る
と
こ
ろ
が
眞
實
だ
、
い
た
る
と
こ
ろ
が
眞
實
だ
、
一
塵
一
塵
が
す
べ
て
本
來
人
だ
。
眞
實
は
（
い
た

る
と
こ
ろ
で
説
い
て
い
る
の
に
）
そ
の
聲
は
聞
こ
え
ず
、
本
體
は
（
い
た
る
と
こ
ろ
に
）
堂
々
と
現
れ
て
い
る
の
に
そ
の
姿
形
は
無
い
」

と
し
て
、
本
來
の
面
目
（
本
來
人
）
が
事
々
物
々
に
顯
現
し
て
お
り
、
同
時
に
そ
れ
を
超
越
し
て
い
る
こ
と
を
語
っ
て
い
よ
う
。

こ
の
偈
を
示
し
た
う
え
で
、
大
慧
は
こ
こ
に
一
線
を
通
ぜ
よ
と
指
示
す
る
。

「
若
し
這
裏
に
向
い
て
一
線
を
通
得
せ
ば
、
…
…
三
世
の
諸
佛
、
諸
代
の
祖
師
、
古
往
今
來
の
天
下
の
老
和
尚
も
、
也
た
只
是
だ
這

こ

こ

こ

れ

ま

で

ま

た

の
一
線
。
乃
至
し
士
農
工
商
一
切
等
の
人
、
日
用
二
六
時
中
に
於
い
て
、
色
を
見
、
聲
を
聞
き
、
香
を
齅
ぎ
味
を
了
り
、
觸
を
覺
え

し

法
を
知
り
、
行
住
坐
臥
し
、
語
默
動
靜
す
る
も
、
也
た
只
是
だ
這
の
一
線
。
…
…
且
く
道
え
、
這
の
一
線
は
作
麼
生
か
通
ず
る
。
見
道

そ

も

さ

ん

し

ら

ず
や
、『
二
は
一
に
由
り
て
有
り
、
一
も
亦
た
守
る
莫
か
れ
、
一
心
生
ぜ
ざ
れ
ば
、
萬
法
咎
無
し
』
と
。
」（
『
普
説
』
一
「
冬
至
日
立

と
が

監
寺
請
普
説
」・
四
〇
一

）
d

こ
の
一
線
に
よ
っ
て
諸
佛
や
祖
師
は
本
來
の
面
目
に
目
覺
め
た
の
で
あ
り
、
こ
の
一
線
に
よ
っ
て
、
一
切
の
人
は
本
來
の
面
目
に
目
覺
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め
、
日
用
四
六
時
中
の
あ
ら
ゆ
る
見
聞
覺
知
、
な
い
し
あ
ら
ゆ
る
行
爲
が
眞
實
の
も
の
と
な
る
。
そ
の
一
線
に
は
ど
の
よ
う
に
し
て
通
ず

る
か
。
大
慧
は
そ
こ
で
「
二
は
一
に
由
り
て
有
り
」
以
下
の
四
句
を
示
し
て
み
せ
る
。
こ
れ
は
三
祖
僧
璨
の
作
と
さ
れ
る
『
信
心
銘
』
（33）

の
四
句
で
あ
る
。
こ
の
四
句
の
解
釋
も
一
律
で
は
な
い
が
、
お
お
よ
そ
、
「
是
非
な
ど
の
二
見
の
分
別
に
は
實
體
が
無
く
、
も
と
不
二
で

あ
り
一
空
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
一
空
に
も
執
ら
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
（
そ
う
し
て
）
一
心
も
生
じ
な
か
っ
た
ら
、
あ
ら
ゆ
る
物
事
に

煩
わ
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
」
と
解
釋
で
き
よ
う

。
（34）

し
て
み
る
と
、
大
慧
の
指
示
す
る
一
線
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
別
を
離
れ
て
心
を
空
に
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
そ
の
空
に
も
ま
た
執
ら
わ

れ
な
い
こ
と
を
言
う
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
空
も
亦
た
空
」
の
境
地
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
さ
き
に
此
事
と
は
空
で
あ
り
、
さ
ら
に

「
空
も
亦
た
空
」
で
あ
る
と
説
い
て
い
た
こ
と
と
合
致
す
る
。
生
死
迷
妄
の
心
を
打
破
し
、
本
來
の
面
目
に
目
覺
め
る
と
は
、
こ
の
「
空

も
亦
た
空
」、
別
の
言
葉
で
は
「
空
も
亦
た
不
可
得
」
に
至
る
こ
と
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
も
し
さ
ら
に
「
空
も
亦
た
不
可
得
」

に
執
ら
わ
れ
た
な
ら
、
そ
れ
も
空
と
し
て
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
こ
に
至
っ
て
、
行
住
坐
臥
等
の
あ
ら
ゆ
る
行
爲
も
、
一
つ
一
つ
の
事
々
物
々
も
、
す
べ
て
が
眞
實
と
な
る
。
こ
れ
が
「
寂
滅
現
前
」

の
と
こ
ろ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

（
續
く
）

注
（

）
前
稿
「
大
慧
禪
に
お
け
る
悟
境
に
つ
い
て
の
一
試
論
⌰
「
寂
滅
現
前
」
を
手
が
か
り
と
し
て
⌰
（
前
）
」
（
『
中
國
思
想
史
硏
究
』

1
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第
四
十
一
號
）
參
照
。

（

）
「
本
來
面
目
」
は
す
で
に
唐
の
黃
檗
希
運
『
傳
心
法
要
』
の
頃
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
と
知
ら
れ
て
い
る
が
、
大
慧
の
師
の
圜
悟

2

は
こ
れ
に
「
本
地
風
光
」
を
加
え
て
、
二
句
と
し
て
使
用
す
る
。
大
慧
も
そ
れ
を
承
け
て
い
る
。
「
本
地
風
光
」
は
つ
と
に
五
代

の
羅
山
道
閑
が
使
用
し
て
い
た
形
跡
が
あ
る
。『
正
法
眼
藏
』
一
上
（
三

）
、『
聯
燈
會
要
』
二
三
な
ど
を
參
照
。

c

（

）『
語
錄
』
二
三
「
示
妙
明
居
士
」（
九
一
〇

）。

3

a

（

）『
普
説
』
三
「
淨
達
道
人
請
普
説
」（
四
四
九

）。

4

b

（

）
以
下
の
釋
迦
佛
の
悟
道
に
つ
い
て
は
、『
語
錄
』
十
六
（
八
七
八

）・
『
普
説
』
五
下
（
五
〇
一

）
の
「
傅
經
幹
請
普
説
」
、『
語

5

b

c

錄
』
十
八
（
八
八
七

）・
『
普
説
』
四
（
四
六
六

）
の
「
孫
通
判
請
普
説
」
、『
普
説
』
一
「
張
縣
尉
明
講
主
請
普
説
」（
四
一

c

a

三

）、
『
普
説
』
二
「
方
敷
文
請
普
説
」
（
四
二
七

）
、『
普
説
』
二
「
黃
氏
道
恩
請
普
説
」
（
四
三
六

）
、『
普
説
』
三
「
尼
慈

a

d

a

明
大
師
請
普
説
」
（
四
四
五

）
な
ど
で
言
及
さ
れ
る
。
な
お
、
正
覺
山
は
釋
迦
佛
が
成
道
直
前
に
登
っ
た
と
さ
れ
る
山
。
前
正

a

覺
山
の
こ
と
。
『
大
唐
西
域
記
』
八
。

（

）
現
存
し
な
い
が
、
張
商
英
は
『
清
淨
海
眼
經
』
の
註
釋
を
著
し
、
そ
の
通
序
（
經
文
冒
頭
の
「
如
是
我
聞
一
時
佛
在
」
八
文
字
の

6

解
釋
）
の
な
か
で
他
に
例
を
見
な
い
八
成
就
を
説
い
た
。
こ
れ
は
そ
の
八
成
就
の
う
ち
の
「
佛
成
就
」
の
定
義
と
さ
れ
る
。
張
商

英
の
説
は
『
起
信
論
』
に
も
と
づ
い
て
い
る
が
、
そ
の
具
體
的
な
内
容
は
不
明
。
『
普
説
』
四
「
壬
午
正
旦
妙
明
居
士
李
太
尉
請

普
説
」（
四
七
九

）
な
ど
を
も
參
照
。

b

（

）
以
上
は
前
注
（

）
の
「
傅
經
幹
請
普
説
」
、「
孫
通
判
請
普
説
」
に
據
る
。
悟
り
の
強
調
は
、
妙
悟
を
否
定
す
る
默
照
禪
な
ど
へ

7

5

の
批
判
を
意
圖
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
立
ち
入
ら
な
い
。
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（

）『
普
説
』
四
「
思
妙
禪
人
請
就
千
僧
閣
普
説
」
（
四
八
〇

）
。

8

c

（

）
こ
の
普
説
は
「
此
事
」
を
言
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
内
容
か
ら
こ
こ
に
取
り
あ
げ
て
お
く
。

9
（

）『
普
説
』
一
「
冬
至
日
立
監
寺
請
普
説
」（
四
〇
一

）
に
も
ほ
ぼ
同
文
が
見
え
る
。

10

d

（

）
禪
門
に
お
け
る
自
性
清
淨
心
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
入
矢
義
高
『
禪
の
語
錄

傳
心
法
要
・
宛
陵
錄
』（
筑
摩
書
房
、
一
九

11

8

六
九
年
）
十
九
頁
參
照
。

（

）
原
文
「
橫
則
橫
亘
十
方
、
竪
則
竪
窮
三
際
」
。
こ
の
二
句
は
佛
法
身
や
法
界
を
表
現
す
る
常
套
語
。『
正
法
眼
藏
』
三
上
（
六
一

）、

12

a

『
碧
巖
錄
』
第
九
九
則
、『
宗
鏡
錄
』
二
な
ど
を
參
照
。

（

）
『
普
説
』
四
「
妙
明
居
士
李
太
尉
請
普
説
」
で
は
、
そ
の
佛
法
と
は
「
眼
見
色
青
黃
赤
白
、
耳
聞
聲
鐘
鈴
鑼
鼓
、
乃
至
鼻
齅
香
、

13

舌
嘗
味
、
身
覺
觸
、
意
攀
緣
」（
四
七
一

）
の
こ
と
だ
と
明
か
さ
れ
て
い
る
。

a

（

）
大
覺
懷
璉
（
一
〇
〇
九
－
一
〇
九
〇
）
の
説
法
に
「
若
是
本
分
衲
僧
、
纔
聞
擧
著
此
事
、
便
一
擺
擺
斷
。
…
…
然
後
便
能
在
天
同

14

天
、
在
人
同
人
、
在
僧
同
僧
、
在
俗
同
俗
、
在
凡
同
凡
、
在
聖
同
聖
。
一
切
處
出
沒
自
在
。
竝
拘
檢
佗
不
得
、
名
邈
佗
不
得
。
何

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

也
。
爲
渠
能
建
立
一
切
法
故
、
一
切
法
要
且
不
是
渠
。
」（
『
建
中
靖
國
續
燈
錄
』
六
・
續
藏
二
編
乙
九
套
一
册
・
五
一

）
と
言

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

b

う
の
を
參
考
に
し
て
お
く
。

（

）
摩
拏
羅
尊
者
は
イ
ン
ド
の
第
二
十
二
祖
。『
臨
濟
錄
』
示
衆
、『
寶
林
傳
』
五
、『
傳
燈
錄
』
二
な
ど
に
出
る
。

15
（

）「
廣
大
寂
滅
妙
心
」
は
、
以
下
の
引
用
の
ほ
か
、
『
正
法
眼
藏
』
三
下
・
示
衆
（
七
四

）
に
そ
の
基
本
的
な
考
え
方
が
述
べ
ら
れ

16

c

る
。
ま
た
『
語
錄
』
十
一
「
魏
侍
郎
淨
心
閣
」（
八
五
六

）
、『
語
錄
』
二
〇
「
示
眞
如
道
人
」（
八
九
五

）
、『
普
説
』
四
「
喩

c

a

知
縣
請
普
説
」
（
四
七
三

）
な
ど
を
も
參
照
。
こ
れ
は
も
と
眞
淨
克
文
（
一
〇
二
五
－
一
一
〇
二
）
の
佛
性
を
表
す
語
。『
古
尊

c
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宿
語
錄
』
四
三
な
ど
を
參
照
。

（

）
以
上
二
句
の
原
文
は
「
非
離
眞
而
立
處
、
立
處
卽
眞
也
」。
僧
肇
「
不
眞
空
論
」
の
語
。
た
と
え
ば
、『
語
錄
』
二
三
「
示
妙
明
居

17

士
」（
九
一
一

）
な
ど
、
大
慧
は
こ
の
二
句
を
し
ば
し
ば
引
用
す
る
。

a

（

）
『
金
剛
經
』
の
「
應
無
所
住
、
而
生
其
心
」
二
句
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
六
祖
慧
能
が
大
悟
し
た
と
さ
れ
て
、
禪
門
で
は
し
ば
し
ば

18

取
り
あ
げ
ら
れ
る
。

（

）
『
六
祖
壇
經
』
下
（
金
山
天
寧
寺
本
・
大
乘
寺
本
な
ど
）
に
「
吾
所
説
法
、
不
離
自
性
。
…
…
心
地
無
非
自
性
戒
、
心
地
無
癡
自

19

性
慧
、
心
地
無
亂
自
性
定
」。
た
だ
し
大
慧
は
『
正
法
眼
藏
』
三
下
（
六
七

）
で
は
、
お
な
じ
言
葉
を
『
傳
燈
錄
』
五
・
吉
州

c

志
誠
章
か
ら
引
用
し
、『
壇
經
』
の
も
の
と
は
異
な
る
。

（

）
こ
こ
で
は
「
在
凡
同
凡
・
在
聖
同
聖
」
を
「
入
凡
入
聖
」
と
す
る
が
、
あ
る
い
は
、
臨
濟
の
「
山
僧
説
法
、
説
甚
麼
法
。
説
心
地

20

法
。
便
能
入
淨
入
穢
、
入
凡
入
聖
、
入
眞
入
俗
。
云
々
」
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
も
あ
ろ
う
か
。『
正
法
眼
藏
』
一
下
（
二

一

）
參
照
。
華
嚴
敎
學
の
影
響
も
看
取
さ
れ
る
。

d

（

）
詳
し
く
は
、
澄
觀
『
華
嚴
經
行
願
品
疏
』
一
「
卽
一
心
法
界
、
具
含
二
門
。
一
心
眞
如
門
、
二
心
生
滅
門
。
雖
此
二
門
皆
各
總
攝

21

一
切
法
、
而
此
二
門
、
亦
不
相
離
、
亦
無
雜
亂
。
其
猶
攝
水
之
波
非
靜
、
攝
波
之
水
非
動
故
。」
（
續
藏
一
編
七
套
三
册
・
二
五
〇

）
參
照
。
こ
れ
は
法
藏
『
華
嚴
經
探
玄
記
』
十
八
（
大
正
三
五
・
四
四
〇

）
に
も
と
づ
く
。

a

c

（

）
た
と
え
ば
、
宗
密
『
禪
源
諸
詮
集
都
序
』
下
一
（
大
正
四
八
・
四
〇
九

）
參
照
。

22

a

（

）
法
藏
『
起
信
論
義
記
』
中
本
（
大
正
四
四
・
二
五
二

）。

23

b

（

）
前
注
（

）
の
澄
觀
『
華
嚴
經
行
願
品
疏
』
一
（
二
四
九

）
の
定
義
に
據
る
。

24

21

c
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（

）『
宗
鏡
錄
』
八
（
大
正
四
八
・
四
五
八

）
。
ち
な
み
に
、
大
慧
は
こ
の
冒
頭
の
二
句
「
以
眞
如
不
守
自
性
、
隨
緣
成
諸
事
法
」
を

25

a

『
華
嚴
經
』
の
經
文
と
誤
認
し
て
引
用
す
る
場
合
が
あ
る
。『
語
錄
』
二
五
「
答
曾
侍
郎
」
（
九
一
八

）
參
照
。

c

（

）
魏
府
の
老
華
嚴
は
五
代
の
天
鉢
懷
洞
。『
雲
臥
紀
談
』
下
參
照
。
大
慧
は
こ
の
言
葉
を
、
『
語
錄
』
二
三
「
示
妙
明
居
士
」
（
九
一

26

一

）
、『
普
説
』
三
「
虎
丘
沼
長
老
請
普
說
」（
四
六
〇

）
、『
普
説
』
四
「
蘇
知
縣
請
普
説
」（
四
七
六

）
で
も
引
用
す
る
。

b

c

d

（

）
以
上
二
句
の
原
文
は
「
取
之
不
得
、
捨
之
常
存
」。
『
證
道
歌
』
の
「
取
不
得
、
捨
不
得
」
を
ふ
ま
え
る
。

27
（

）
た
と
え
ば
、『
語
錄
』
十
九
「
示
妙
證
居
士
」（
八
九
三

）
、
『
語
錄
』
二
一
「
示
鄂
守
熊
祠
部
」（
八
九
九

）
な
ど
を
參
照
。

28

c

a

（

）
原
文
「
此
語
亦
不
受
」
は
、
も
と
『
大
智
度
論
』
六
の
語
。
『
註
華
嚴
法
界
觀
門
』
（
大
正
四
五
・
六
八
六

）
を
も
參
照
。
い
わ

29

c

ゆ
る
言
亡
慮
絶
の
空
觀
の
徹
底
し
た
と
こ
ろ
を
示
す
。

（

）
以
上
に
つ
い
て
は
、『
語
錄
』
二
「
劉
參
政
請
就
天
竺
陞
座
」
（
八
一
八

）
、
『
語
錄
』
二
一
「
示
徐
提
刑
」
（
八
九
九

）
を
も

30

b

b

參
照
。

（

）『
語
錄
』
十
七
（
八
八
四

）・
『
普
説
』
五
下
（
五
〇
六

）
の
「
新
淦
縣
衆
官
請
普
説
」。

31

c

d

（

）
「
投
機
偈
」
は
、
現
在
知
ら
れ
る
燈
史
の
た
ぐ
い
で
は
『
祖
堂
集
』
十
七
の
み
に
見
え
る
。
た
だ
し
、
こ
の
偈
に
は
圜
悟
も
着
目

32

し
て
お
り
、
大
慧
は
そ
れ
を
承
け
た
も
の
か
。『
圜
悟
語
錄
』
九
「
示
衆
」（
大
正
四
七
・
七
五
三

）
、『
佛
果
克
勤
禪
師
心
要
』

b

三
「
示
張
仲
友
宣
敎
」（
續
藏
二
編
二
五
套
四
册
・
三
七
四

）
參
照
。

a

（

）『
信
心
銘
』
は
『
傳
燈
錄
』
三
〇
な
ど
に
收
め
ら
れ
る
。

33
（

）
大
慧
に
よ
る
『
信
心
銘
』
の
四
句
の
解
釋
に
つ
い
て
は
、『
語
錄
』
二
〇
「
示
新
喩
黃
縣
尉
」（
八
九
七

）
、『
語
錄
』
二
四
「
示

34

b

知
立
禪
人
」（
九
一
五

）
、
『
普
説
』
一
「
杭
州
知
府
王
朝
議
請
普
説
」
（
四
一
六

）
、
『
普
説
』
三
「
張
氏
孺
人
請
普
説
」（
四

a

d
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五
四

）
、『
普
説
』
三
「
剖
大
師
請
普
説
」（
四
五
七

）
、『
普
説
』
四
「
壬
午
正
旦
妙
明
居
士
李
太
尉
請
普
説
」（
四
七
九

）

a

a

c

を
參
照
。


